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生徒用／ pp.158 - 16133 私は清掃のプロになる

教材の流れ 主人公の心の動き

人間を読む｜教材分析（教材の流れから）

発　問 発問の意図

主人公・新津春子さんは、
日本語ができるまでと考え、
清掃の仕事を始める。

日本語が上達するまで我慢
しなくてはいけない。

清掃の仕事の魅力を発見し、
清掃の仕事を続けていく。

実はおもしろい仕事かもしれ
ない。私に向いているのかも。

メーカーに就職するも仕事
内容が合わない。メーカー
を辞め、新津さんは清掃の
道を本格的に歩み始める。

もともと体を動かすことが
好き。自分の清掃の技術を
高めたい。

新津さんが清掃の仕事を続
けたのは、経済的な事情だ
けでなく仕事にやりがいを
感じていたためであること
を押さえる。

清掃の仕事に対して、マイ
ナスイメージをもっている
新津さんに共感させる。

新津さんはある日、恩師か
ら「あなたの清掃には心が
こもっていない。」と言われ
る。

これまで必死に技術を高め
てきたのに、何が足りない
のだろう。

新津さんが、恩師に「あなた
の清掃には心がこもっていな
い。」と言われたのはなぜだ
ろう。

勤勉であることの大切さを
押さえたうえで、それでも
足りないものを考えさせる。

●主題名／内容項目／ねらい●●●●●●●●●●●●●●●

❖◇●主題名：心がこもった仕事
❖◇●内容項目：C-（13）勤労
❖◇●ねらい：技術を磨くだけでなく、他者を思いやり心
を込めて働くことが、自分の仕事の価値向上と充実し
た生き方につながっていくことに気づく学習を通し
て、社会や人々に貢献しようとする実践意欲を育てる。
●主題設定の理由●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

❖◇●指導内容について：勤労は、一人ひとりの幸せな生
き方の追求であると同時に、経済的な利益を得る手段
でもあり、社会生活の発展・向上への貢献の仕方でも
ある。これらは別々に存在するのではなく、心を込め
て一生懸命に仕事をすることで、自分の仕事に対して
誇りがもてるようになり、社会や人々に貢献しようと
する意欲につながり、充実した生き方ができるように
なるのである。
❖◇●生徒の実態について：中学 1年生では、まだ自分の
将来の生き方については漠然としか想像できておら
ず、「働くこと」については、自分の好みや経済性を
優先し、現実味を帯びていない生徒も多い。仕事や働
くことの表面にばかり意識を向けやすい時期であるた
め、「心のこもった仕事とはどんなものか」を考える
ことで、勤労観について考えを広げ、将来の生き方を
見つめ始める意欲を高めたい。

❖◇●教材について：慣れない日本で、生活のためと我慢
して清掃の仕事を始めた主人公・新津春子さんが、そ
の魅力を見いだし、本格的に清掃の道を歩み始める。
知識や技術を高め、熱心に打ち込むようになっていく
が、恩師から「あなたの清掃には心がこもっていない。」
と言われてしまう。技術だけではなく「心のこもった
仕事」を心掛けることが、自分の仕事の価値向上と充
実した生き方につながることに気づかせたい。なお、
職業に対する偏見については十分に配慮して指導する。
●評価のポイント●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

❖◇●ねらいについて：心を込めて仕事をすることが、充
実した生き方の追求や社会や人々に貢献しようとする
意欲につながることに気づく発言や記述が見られたか。
❖◇●指導方法について：中心発問の補助発問で揺さぶり
をかけることで、心を込めた仕事が自分の仕事の価値
向上と社会貢献につながっていることについて深く考
えさせることができたか。
●参考情報●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●教材理解：ビルクリーニング技能検定は、ビル所有者
から委託を受けて行うビルクリーニング作業について
必要な技能を評価する国家資格。合格者には、技能士
の称号が与えられる。
参考：https://www.j-bma.or.jp/qualification-training/
building-cleaning

新津さんはどんな思いで、高
校でも就職した後も清掃の仕
事を続けたのだろう。

新津さんは日本へ来たとき、
どんな気持ちだったのだろう。

新津さんが分かったような気
がした「心」の意味とは、ど
んなものだったのだろう。

技術を磨くだけでなく、他者
を思いやり心を込めて働くこ
とが、自分の仕事の価値向上
と充実した生き方につながっ
ていくことに気づかせる。

お客様の優しい一言に新津
さんはにっこりほほえみ、
そして目線を上げて周りを
見渡した。

「心」の意味が少しわかって
きた。
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は
清
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の
プ
ロ
に
な
る

学習活動（発問例、予想される生徒の反応） 補助発問例、問い返し例 指導上の留意点（発問の意図）

導
入
5
分

1 　空港の仕事に興味をもつ。
発問○社会の中にはどんな仕事があるだろう。

空港の仕事には何があるだろう。資料
　　　　　　 「心がこもった仕事」とはなんだろう。

補助発問 （生徒の様子を見て行う発問）、
問い返し（生徒の言葉を受けて行う発問）
は、生徒や授業の状況に応じて活用して
ください。→本書p.25

○参考クイズを使用して教材に興
味をもたせ、空港の清掃をする
仕事があることに注目させる。そ
の後、本時のねらいを提示する。

展
開
40
分

2 　教材「私は清掃のプロになる」を読み、考
える。音声 画像 資料
発問①新津さんは日本へ来たとき、どんな気持

ちだったのだろう。全体
・言葉も通じない。�・清掃の仕事は嫌だな。
・働かなきゃならないなんて。
・日本語がうまくなるまで我慢しよう。

発問②新津さんはどんな思いで、高校でも就職
した後も清掃の仕事を続けたのだろう。全体
・学費や生活費を稼ぐため。
・清掃の仕事はおもしろい。
・体を動かす仕事は自分に向いている。

★発問③  　　　　　　 新津さんが分かった
ような気がした「心」の意味とは、どんなも
のだったのだろう。
・ただきれいにするだけではだめだというこ
と。
・赤ちゃんや子どもが触っても大丈夫なくら
い、きれいに掃除をすること。
・使う人のことを考えて掃除をすること。

発問④ 　 　　　　 心を込めて仕事をすると
は、どういうことだろう。ノート  個人
・誰かを喜ばせたり、誰かのために役に立と
うと思ったりしながら仕事をすること。
・自己満足ではなく、他者を思いやって仕事
をすること。
・心がこもったよい仕事ができると、自分の
仕事に自信がもてるようになる。

 自分なら、あまりやり
たくない仕事にどう取り組む？

 ペア
・お金を稼ぐために我慢する。
・適当にやる。

　　　　　新津さんが感じた清掃
の仕事の魅力って何？個人
・汚れが落ちてきれいになると
うれしい。
・目に見えるやりがいがある。

　　　　　「使う人のことを考え
て掃除をする」のような、「心
がこもった仕事」のよさってな
んだろう？ペア
・自分も喜んでもらえてうれし
いし、納得できる。
・使う人の気持ちになって考え
ると、どこを掃除すべきか新
たな発見がある。

 心を込めても込めなく
ても、お給料は変わらないん
じゃない？全体
・もし変わらなくても、仕事に
対する意識は変わる。
・お金だけが全てではない。
・自分の仕事の技術が上がっ
て、お給料が増えるかも。
・使う人がより喜んでくれる。

○教材の範読後、資料で新津さん
の経歴をおさらいしてもよい。
○清掃の仕事に対して、マイナス
イメージをもっている新津さん
に共感させる。
○必要に応じて、中国残留日本人
孤児の補足説明を行う。
○新津さんが清掃の仕事を続けた
のは、経済的な事情だけでなく
仕事にやりがいを感じていたた
めであることを押さえる。

○技術を磨くだけでなく、他者を
思いやり心を込めて働くこと
が、自分の仕事の価値向上と充
実した生き方につながっていく
ことに気づかせる。
○補助発問で、心を込めて仕事を
することが必ずしも経済的な利
益を生むわけではない、という
揺さぶりをかけ、仕事の意義に
ついて考えを深めさせる。
○今日の学習で学んだことを、自
分の言葉で道徳ノートにまとめ
させる。書いたことを発表させ、
将来、自分が社会の一員として
働くときに大切にしたいこと
（勤労観）を意識させる。

終
末
５
分

3 　今日の学習を振り返る。外部リンク ○感想を書かせ、余韻をもって学
習を終える。新津さんのインタ
ビュー映像を見せてもよい。

学びのキーワード

考えてみよう

ノート � 班

自分に＋1

問い返し

問い返し

導入▶参考クイズ「この仕事はどこで行われている仕事でしょうか？」資料
展開▶朗読音声�音声、新津春子さんの写真�画像、新津春子さんの紹介�資料
終末▶新津春子さんのインタビュー�外部リンク

�

出典：作・高橋みか
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。
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他
者
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思
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っ
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仕
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す
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。
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自
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仕
事
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。

「心がこもった
仕事」のよさ

約 7分

板 

書 

例

すべての
生徒と先生の
ために

道
徳
科
の
授
業
は
、
生
徒
と
先
生
が
一
緒
に
考
え
、
語
り
合
う
も
の
。

生
徒
の
実
態
や
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
合
わ
せ
て
使
い
や
す
く
、

そ
し
て
具
体
的
な
授
業
の
姿
が
よ
く
分
か
る
構
成
に
進
化
し
ま
し
た
。

教
師
用
指
導
書

解
説
編

一
目
で
授
業
全
体
が
見
通
せ
る
よ
う
に
、
１
教
材
あ
た
り
見
開
き
２
ペ
ー
ジ
で
構
成
し
ま
し
た
。

現
場
の
実
践
を
基
に
し
た
学
習
指
導
案
で
、
深
い
学
び
の
あ
る
授
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

※
学
習
指
導
案
そ
の
②
が
付
い
た
４
ペ
ー
ジ
構
成
の
教
材
も
あ
り
ま
す
。

補助発問例、問い返し例
生徒と先生のやり取りを邪魔しないよう、教科書の発問数は精選。その代わりに、
指導書では多数の発問例を提案しました。授業のメインの流れと列を分けることで、
発問の取捨選択や生徒の実態と先生の考えに応じたアレンジをしやすくしました。

教材分析
ねらいを外さない授業にするために、時系列の教材分析を掲載。
教材研究を確実に、かつ短い時間で行えるようにしています。

ねらい
この教材を通して、生徒と一緒に何を考えたいのかを明確にしました。
中学生の発達の段階に合った深い学びを実現できます。

学年別セット内容

１ 

解
説
編

２ 

朱
書
編

３ 

朱
書
編
デ
ジ
タ
ル
版

４ 

指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
（
教
材
）

５ 

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
集

６ 

Ｏ
Ｃ
Ｒ
サ
ー
ビ
ス

※ １、２は紙媒体、３～６はク
ラウド配信で提供予定です。

※ 開発中のため、内容や構成
は予告なく変更になる場合
があります。

指導書セットに付属！

3

生徒の意見にどう問い返せば深まるか
一目で分かるようにしました！

新
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5

　そ
し
て
、
目
線
を
上
げ
、
周
り
を
見み

渡わ
た

し
て
み
た
。
す
る
と
、
床ゆ

か

で
ハ
イ

ハ
イ
し
よ
う
と
す
る
赤
ち
ゃ
ん
や
、
床ゆ

か

に
座す

わ

っ
た
り
寝ね

転こ
ろ

ん
だ
り
す
る
子
ど

も
の
姿
が
見
え
た
。

（
あ
あ
い
う
と
き
に
、
床ゆ

か

が
汚よ

ご

れ
て
い
た
ら
…
…
。
よ
う
し
。）

　新に
い

津つ

さ
ん
は
鈴す

ず

木き

先
生
に
言
わ
れ
た
「
心
」
の
意
味
が
少
し
分
か
っ
た
よ

う
な
気
が
し
た
。

　こ
う
し
て
、
新に

い

津つ

さ
ん
の
仕
事
に
対
す
る
考
え
方
は
、
ま
た
少
し
ず
つ
変

わ
っ
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。

心
を
込こ

め
て
仕
事
を
す
る
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

自分に自分に
プラスワンプラスワン

1+

新に
い

津つ

さ
ん
が
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
「
心
」
の
意
味
と
は
、

ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

考えて考えて
みようみよう

　どんなことでも自分を信じてやって
いくことが大切だと思います。周りか
ら「無理だ。」と言われても気にせず、
自分がしたいことに自信をもって取り
組んでみてください。やりたいことが
見つからないときは、とにかくなんで
も目の前のことを一

いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

やってみ
ること。やってみて、違

ちが

ったなと思い、
まったく別の道を目指すことになって
も、その経験は絶対に役に立ちます。
あなたが一

いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

取り組んだことは、
「生きていく力」になるのです。

新
に い

津
つ

春
は る

子
こ

さんからあなたへ
ああすすへへのの

メメッッセセーージジ

作
・
高た
か

橋は
し

み
か

161

510

1520

　あ
る
と
き
、
た
ま
た
ま
清せ

い

掃そ
う

に
つ
い
て
学
べ
る
学
校
が
あ
る
と
知
っ
た
新に

い

津つ

さ
ん
は
、
考

え
る
よ
り
先
に
大だ

い

胆た
ん

な
行
動
に
出
た
。
そ
の
学
校
を
訪
ね
て
、
通
わ
せ
て
ほ
し
い
と
直
接
頼た

の

ん
だ
の
だ
。
そ
こ
は
四
十
五
歳さ

い

以
上
を
対
象
に
し
た
学
校
だ
っ
た
が
、
新に

い

津つ

さ
ん
の
あ
ま
り

に
熱
心
な
姿
勢
と
、
二
十
三
歳さ

い

と
い
う
若
さ
で
あ
り
な
が
ら
清せ

い

掃そ
う

の
経
験
が
豊
富
だ
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
通
学
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新に

い

津つ

さ
ん
は
音お

ん

響き
ょ
う

機
器
メ
ー
カ
ー
を
辞や

め
、

本
格
的
に
清せ

い

掃そ
う

の
道
を
歩
み
始
め
た
の
だ
っ
た
。

　新に
い

津つ

さ
ん
は
こ
の
学
校
で
、
恩
師
と
な
る
鈴す

ず

木き

優ま
さ
る

先
生
と
出
会
っ
た
。
厳
し
い
鈴す

ず

木き

先
生

の
も
と
で
清せ

い

掃そ
う

の
基
本
か
ら
理
論
や
知
識
ま
で
半
年
間
勉
強
し
た
後
、
鈴す

ず

木き

先
生
の
勤
務
先

で
も
あ
る
羽は

ね

田だ

空
港
を
清せ

い

掃そ
う

し
て
い
る
会
社
に
就
職
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
入
社
し
た
翌
年

に
は
、
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
士
の
国
家
資
格
試
験
を
受
け
、
み
ご
と
に
合
格
し
た
。

　自
分
の
清せ

い

掃そ
う

の
技
術
に
自
信
が
も
て
る
よ
う
に
な
り
、
ま
す
ま
す
仕
事
に
打
ち
込こ

む
よ
う

に
な
っ
た
新に

い

津つ

さ
ん
だ
っ
た
が
、
あ
る
日
、
鈴す

ず

木き

先
生
に
こ
ん
な
言
葉
を
掛か

け
ら
れ
た
。

「
あ
な
た
の
清せ

い

掃そ
う

に
は
心
が
こ
も
っ
て
い
な
い
。」

（
こ
れ
ま
で
必
死
で
清せ

い

掃そ
う

の
技
術
を
高
め
て
き
た
の
に
。
何
が
足
り
な
い
の
だ
ろ
う
。「
心
」
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
。）

　そ
れ
か
ら
何
日
も
、
鈴す

ず

木き

先
生
の
言
葉
の
意
味
を
考
え
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
答
え
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

　そ
ん
な
あ
る
日
の
仕
事
中
、
い
つ
も
の
よ
う
に
床ゆ

か

の
汚よ

ご

れ
を
落
と
し
て
い
る
と
、
お
客
様
か
ら
優や

さ

し
く
一
言
、
声
を
掛か

け
ら
れ
た
。

「
き
れ
い
に
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。」

　こ
の
言
葉
を
聞
い
た
と
き
、
新に

い

津つ

さ
ん
は
、

「
こ
ち
ら
こ
そ
、
お
気
づ
き
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
言
い
な
が
ら
、
自
然
に
に
っ
こ
り
ほ
ほ
え
む
自
分
に
気
づ
い
た
。
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心
を
込
め
て
も
込
め
な
く
て
も
、
お
給
料

は
変
わ
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
？�
全
体

・
も
し
変
わ
ら
な
く
て
も
、
仕
事
に
対
す
る
意
識
は

変
わ
る
。

・
お
金
だ
け
が
全
て
で
は
な
い
。

・
自
分
の
仕
事
の
技
術
が
上
が
っ
て
、
お
給
料
が
増

え
る
か
も
。

・
使
う
人
が
よ
り
喜
ん
で
く
れ
る
。

○
補
助
発
問
で
、
心
を
込
め
て
仕
事
を
す
る
こ
と
が

必
ず
し
も
経
済
的
な
利
益
を
生
む
わ
け
で
は
な
い
、

と
い
う
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
、
仕
事
の
意
義
に
つ
い

て
考
え
を
深
め
さ
せ
る
。

発
問
④
　
　
　
　
　�心
を
込
め
て
仕
事
を
す
る

と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
ノ
ー
ト�

個
人

・
誰
か
を
喜
ば
せ
た
り
、
誰
か
の
た
め
に
役
に
立
と

う
と
思
っ
た
り
し
な
が
ら
仕
事
を
す
る
こ
と
。

・
自
己
満
足
で
は
な
く
、
他
者
を
思
い
や
っ
て
仕
事

を
す
る
こ
と
。

・
心
が
こ
も
っ
た
よ
い
仕
事
が
で
き
る
と
、
自
分
の

仕
事
に
自
信
が
も
て
る
よ
う
に
な
る
。

 

終
末
　5
分

3

　今
日
の
学
習
を
振
り
返
る
。
外
部
リ
ン
ク

○
感
想
を
書
か
せ
、
余
韻
を
も
っ
て
学
習
を
終
え
る
。

新
津
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
を
見
せ
て
も
よ

い
。

自
分
に
＋
１

❖◇�

教
材
理
解
：�

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
検
定
は
、
ビ
ル
所
有
者
か
ら
委
託
を
受
け
て
行

う
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
に
つ
い
て
必
要
な
技
能
を
評
価
す
る
国
家
資

格
。
合
格
者
に
は
、
技
能
士
の
称
号
が
与
え
ら
れ
る
。

❖◇�

参
考U

RL

：�https://w
w
w
.j-bm

a.or.jp/qualification-training
/

building-cleaning

参 考 情 報

★
発
問
③
　考
え
て
み
よ
う
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5

　そ
し
て
、
目
線
を
上
げ
、
周
り
を
見み

渡わ
た

し
て
み
た
。
す
る
と
、
床ゆ

か

で
ハ
イ

ハ
イ
し
よ
う
と
す
る
赤
ち
ゃ
ん
や
、
床ゆ

か

に
座す

わ

っ
た
り
寝ね

転こ
ろ

ん
だ
り
す
る
子
ど

も
の
姿
が
見
え
た
。

（
あ
あ
い
う
と
き
に
、
床ゆ

か

が
汚よ

ご

れ
て
い
た
ら
…
…
。
よ
う
し
。）

　新に
い

津つ

さ
ん
は
鈴す

ず

木き

先
生
に
言
わ
れ
た
「
心
」
の
意
味
が
少
し
分
か
っ
た
よ

う
な
気
が
し
た
。

　こ
う
し
て
、
新に

い

津つ

さ
ん
の
仕
事
に
対
す
る
考
え
方
は
、
ま
た
少
し
ず
つ
変

わ
っ
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。

心
を
込こ

め
て
仕
事
を
す
る
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

自分に自分に
プラスワンプラスワン

1+

新に
い

津つ

さ
ん
が
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
「
心
」
の
意
味
と
は
、

ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

考えて考えて
みようみよう

　どんなことでも自分を信じてやって
いくことが大切だと思います。周りか
ら「無理だ。」と言われても気にせず、
自分がしたいことに自信をもって取り
組んでみてください。やりたいことが
見つからないときは、とにかくなんで
も目の前のことを一

いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

やってみ
ること。やってみて、違

ちが

ったなと思い、
まったく別の道を目指すことになって
も、その経験は絶対に役に立ちます。
あなたが一

いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

取り組んだことは、
「生きていく力」になるのです。

新
に い

津
つ

春
は る

子
こ

さんからあなたへ
ああすすへへのの

メメッッセセーージジ

作
・
高た
か

橋は
し

み
か
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　あ
る
と
き
、
た
ま
た
ま
清せ

い

掃そ
う

に
つ
い
て
学
べ
る
学
校
が
あ
る
と
知
っ
た
新に

い

津つ

さ
ん
は
、
考

え
る
よ
り
先
に
大だ

い

胆た
ん

な
行
動
に
出
た
。
そ
の
学
校
を
訪
ね
て
、
通
わ
せ
て
ほ
し
い
と
直
接
頼た

の

ん
だ
の
だ
。
そ
こ
は
四
十
五
歳さ

い

以
上
を
対
象
に
し
た
学
校
だ
っ
た
が
、
新に

い

津つ

さ
ん
の
あ
ま
り

に
熱
心
な
姿
勢
と
、
二
十
三
歳さ

い

と
い
う
若
さ
で
あ
り
な
が
ら
清せ

い

掃そ
う

の
経
験
が
豊
富
だ
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
通
学
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新に

い

津つ

さ
ん
は
音お

ん

響き
ょ
う

機
器
メ
ー
カ
ー
を
辞や

め
、

本
格
的
に
清せ

い

掃そ
う

の
道
を
歩
み
始
め
た
の
だ
っ
た
。

　新に
い

津つ

さ
ん
は
こ
の
学
校
で
、
恩
師
と
な
る
鈴す

ず

木き

優ま
さ
る

先
生
と
出
会
っ
た
。
厳
し
い
鈴す

ず

木き

先
生

の
も
と
で
清せ

い

掃そ
う

の
基
本
か
ら
理
論
や
知
識
ま
で
半
年
間
勉
強
し
た
後
、
鈴す

ず

木き

先
生
の
勤
務
先

で
も
あ
る
羽は

ね

田だ

空
港
を
清せ

い

掃そ
う

し
て
い
る
会
社
に
就
職
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
入
社
し
た
翌
年

に
は
、
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
士
の
国
家
資
格
試
験
を
受
け
、
み
ご
と
に
合
格
し
た
。

　自
分
の
清せ

い

掃そ
う

の
技
術
に
自
信
が
も
て
る
よ
う
に
な
り
、
ま
す
ま
す
仕
事
に
打
ち
込こ

む
よ
う

に
な
っ
た
新に

い

津つ

さ
ん
だ
っ
た
が
、
あ
る
日
、
鈴す

ず

木き

先
生
に
こ
ん
な
言
葉
を
掛か

け
ら
れ
た
。

「
あ
な
た
の
清せ

い

掃そ
う

に
は
心
が
こ
も
っ
て
い
な
い
。」

（
こ
れ
ま
で
必
死
で
清せ

い

掃そ
う

の
技
術
を
高
め
て
き
た
の
に
。
何
が
足
り
な
い
の
だ
ろ
う
。「
心
」
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
。）

　そ
れ
か
ら
何
日
も
、
鈴す

ず

木き

先
生
の
言
葉
の
意
味
を
考
え
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
答
え
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

　そ
ん
な
あ
る
日
の
仕
事
中
、
い
つ
も
の
よ
う
に
床ゆ

か

の
汚よ

ご

れ
を
落
と
し
て
い
る
と
、
お
客
様
か
ら
優や

さ

し
く
一
言
、
声
を
掛か

け
ら
れ
た
。

「
き
れ
い
に
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。」

　こ
の
言
葉
を
聞
い
た
と
き
、
新に

い

津つ

さ
ん
は
、

「
こ
ち
ら
こ
そ
、
お
気
づ
き
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
言
い
な
が
ら
、
自
然
に
に
っ
こ
り
ほ
ほ
え
む
自
分
に
気
づ
い
た
。
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発
問
②
新
津
さ
ん
は
ど
ん
な
思
い
で
、
高
校
で
も

就
職
し
た
後
も
清
掃
の
仕
事
を
続
け
た
の
だ
ろ

う
。
全
体

・
学
費
や
生
活
費
を
稼
ぐ
た
め
。

・
清
掃
の
仕
事
は
お
も
し
ろ
い
。

・
体
を
動
か
す
仕
事
は
自
分
に
向
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　新
津
さ
ん
が
感
じ
た
清
掃
の
仕
事
の
魅

力
っ
て
何
？ 

個
人

・
汚
れ
が
落
ち
て
き
れ
い
に
な
る
と
う
れ
し
い
。

・
目
に
見
え
る
や
り
が
い
が
あ
る
。

○
新
津
さ
ん
が
清
掃
の
仕
事
を
続
け
た
の
は
、
経
済

的
な
事
情
だ
け
で
な
く
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
た
た
め
で
あ
る
こ
と
を
押
さ
え
る
。

★
発
問
③
　
　
　
　
　
　
　 

新
津
さ
ん
が
分
か
っ

た
よ
う
な
気
が
し
た
「
心
」
の
意
味
と
は
、
ど

ん
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ノ
ー
ト�

班

・
た
だ
き
れ
い
に
す
る
だ
け
で
は
だ
め
だ
と
い
う
こ

と
。

・
赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
が
触
っ
て
も
大
丈
夫
な
く
ら

い
、
き
れ
い
に
掃
除
を
す
る
こ
と
。

・
使
う
人
の
こ
と
を
考
え
て
掃
除
を
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　「使
う
人
の
こ
と
を
考
え
て
掃
除
を
す

る
」
の
よ
う
な
、「
心
が
こ
も
っ
た
仕
事
」
の
よ

さ
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？ 

ペ
ア

・
自
分
も
喜
ん
で
も
ら
え
て
う
れ
し
い
し
、
納
得
で

き
る
。

・
使
う
人
の
気
持
ち
に
な
っ
て
考
え
る
と
、
ど
こ
を

掃
除
す
べ
き
か
新
た
な
発
見
が
あ
る
。

○
技
術
を
磨
く
だ
け
で
な
く
、
他
者
を
思
い
や
り
心

を
込
め
て
働
く
こ
と
が
、
自
分
の
仕
事
の
価
値
向

上
と
充
実
し
た
生
き
方
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

に
気
づ
か
せ
る
。

問
い
返
し

考
え
て
み
よ
う

問
い
返
し

❖◇�

ね
ら
い
に
つ
い
て
　：�

心
を
込
め
て
仕
事
を
す
る
こ
と
が
、
充
実
し
た
生
き
方
の
追
求

や
社
会
や
人
々
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
意
欲
に
つ
な
が
る
こ
と

に
気
づ
く
発
言
や
記
述
が
見
ら
れ
た
か
。

❖◇�

指
導
方
法
に
つ
い
て
：�
中
心
発
問
の
補
助
発
問
で
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
る
こ
と
で
、
心
を
込

め
た
仕
事
が
自
分
の
仕
事
の
価
値
向
上
と
社
会
貢
献
に
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
深
く
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
か
。
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すべての
生徒と先生の
ために

3

朱
書
編

教
科
書
紙
面
の
縮
刷
に
沿
っ
て
発
問
な
ど
を
掲
載
す
る
こ
と
で
、

授
業
の
展
開
を
分
か
り
や
す
く
示
し
て
い
ま
す
。

忙
し
い
先
生
方
の
授
業
準
備
の
負
担
を
軽
減
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
授
業
が
で
き
る
構
成
で
す
。

短時間で授業準備ができるように
掲載内容を精選しました！

板書例
授業がイメージしやすいように、カラーで掲載しています。
時間配分を新たに示し、授業の流れを把握しやすくしました。

学習指導過程
スペースを広げて見やすくしました。
補助発問例や問い返し例、それらに対する
生徒の反応例も掲載しています。

収録データ
授業で活用できるデータを一覧で示し、
授業準備がしやすいようにしています。

朱
書
編
デ
ジ
タ
ル
版

朱
書
編
の
紙
面
を
そ
の
ま
ま
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
も
の

を
提
供
し
ま
す
。
先
生
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
で

閲
覧
で
き
、
指
導
書
活
用
の
幅
が
広
が
り
ま
す
。

Ｏ
Ｃ
Ｒ
サ
ー
ビ
ス

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
集

指
導
計
画
の
作
成
や
授
業
内
で
活
用
で
き
る

デ
ー
タ
を
多
数
用
意
し
て
い
ま
す
。

◦
道
徳
教
育
の
全
体
計
画
案

◦
年
間
指
導
計
画
案

◦
全
体
計
画
別
葉
（
各
教
科
等
と
の
関
連
表
）

指
導
計
画
作
成

授
業

◦
学
習
指
導
案

◦
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

◦
顔
絵
、
場
面
絵
、
写
真

指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書（
教
材
）

教
科
書
紙
面
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、

先
生
用
の
豊
富
な
機
能
や
コ
ン

テ
ン
ツ
を
用
意
し
ま
し
た
。

◦
場
面
絵
、
写
真
拡
大
の
表
示

◦
発
問
の
拡
大
表
示

◦
教
材
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
（
一
部
の
教
材
）

◦
参
考
動
画

指
導
者
用
の
機
能
、

コ
ン
テ
ン
ツ
の
例

※ 

総
ル
ビ
表
示
や
朗
読
音
声
な
ど
学
習
者
用
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
と
同
じ
機
能
も
使
用
で
き
ま
す
。

「
わ
あ
、
こ
ん
な
に
き
れ
い
に
な
る
も
の
な
の
ね
。」

と
い
う
言
葉
が
自
然
と
出
て
き
た
。
汚よ

ご

れ
が
落
ち
て
見
る
見
る
き
れ
い

に
な
っ
て
い
く
様
子
に
、新に

い

津つ

さ
ん
は
驚お

ど
ろ

き
と
と
も
に
感
動
す
ら
覚
え
た
。

（
清せ

い

掃そ
う

っ
て
、
実
は
お
も
し
ろ
い
仕
事
な
の
か
な
。
私
に
向
い
て
い
る

の
か
も
。）

　こ
れ
ま
で
、こ
の
仕
事
し
か
な
い
か
ら
と
、た
だ
が
む
し
ゃ
ら
に
や
っ

て
き
た
新に

い

津つ

さ
ん
に
と
っ
て
、
は
じ
め
て
清せ

い

掃そ
う

と
い
う
仕
事
の
魅み

力り
ょ
く

を

発
見
し
た
瞬し

ゅ
ん

間か
ん

だ
っ
た
。

　新に
い

津つ

さ
ん
は
清せ

い

掃そ
う

の
仕
事
を
続
け
な
が
ら
知
り
合
い
に
勉
強
を
教
え

て
も
ら
い
、
都
立
高
校
に
入
学
し
た
。
し
か
し
、
学
費
は
自
分
で
働
い

て
用
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
平
日
は
登
校
前
と
下
校
後
に
働
き
、

週
末
や
夏
休
み
、冬
休
み
は
一
日
中
働
い
た
。
全
て
清せ

い

掃そ
う

の
仕
事
だ
っ
た
。

　高
校
卒
業
後
、
新に

い

津つ

さ
ん
は
音お

ん

響き
ょ
う

機
器
メ
ー
カ
ー
に
正
社
員
と
し
て

採
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
会
社
が
終
わ
っ
た
後
の
時
間
と
休
み
の
日
に

は
清せ

い

掃そ
う

の
仕
事
も
続
け
て
い
た
。

　音お
ん

響き
ょ
う

機
器
メ
ー
カ
ー
で
の
仕
事
は
、
工
場
内
で
一
日
中
、
ほ
と
ん
ど

動
か
ず
に
続
け
る
作
業
だ
っ
た
。
も
と
も
と
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き

な
新に

い

津つ

さ
ん
に
と
っ
て
、
次し

第だ
い

に
つ
ら
い
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　だ
か
ら
こ
そ
、
清せ

い

掃そ
う

の
現
場
に
行
っ
て
体
を
動
か
す
と
、
全
身
が
ほ

ぐ
れ
て
元
気
が
湧わ

い
て
く
る
の
を
感
じ
た
。
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　羽は
ね

田だ

空
港
（
東と

う

京き
ょ
う

国こ
く

際さ
い

空
港
）
の
広
大
な
フ
ロ
ア
を
、
赤
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
で
足あ

し

早ば
や

に
歩
く
小こ

柄が
ら

な
女
性
。
移
動
中
の
限

ら
れ
た
時
間
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
目
線
は
あ
ち
こ
ち
へ
動
き
、
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。
汚よ

ご

れ
た
と
こ
ろ
が
な
い
か
、
何

か
困
っ
て
い
る
お
客
様
は
い
な
い
か
、
常
に
気
を
配
っ
て
い
る
の
だ
。

　彼か
の

女じ
ょ

こ
そ
が
世
界
一
清
潔
な
空
港
と
い
わ
れ
る
羽は

ね

田だ

空
港
の
環か

ん

境き
ょ
う

マ
イ
ス
タ
ー
、
新に

い

津つ

春は
る

子こ

さ
ん
だ
。

　新に
い

津つ

さ
ん
は
、
一
九
七
〇
（
昭し

ょ
う

和わ

四
十
五
）
年
に
中ち

ゅ
う

国ご
く

で
生
ま
れ
、
中ち

ゅ
う

国ご
く

人
と
し
て
暮
ら
し
て
い
た
。
し
か
し
、
八
歳さ

い

の
と

き
に
、
父
親
が
中ち

ゅ
う

国ご
く

残ざ
ん

留り
ゅ
う

日に

本ほ
ん

人じ
ん

孤こ

児じ

で
、
新に

い

津つ

さ
ん
も
日
本
人
の
血
を
引
い
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　一
九
八
七
年
、
一
家
は
日
本
へ
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新に

い

津つ

さ
ん
が
十
七
歳さ

い

の
と
き
だ
っ
た
。
中ち

ゅ
う

国ご
く

に
い
た
頃こ

ろ

は
裕ゆ

う

福ふ
く

な
ほ
う
だ
っ
た
が
、
日
本
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
家
族
全
員
で
働
か
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
だ
、
日
本
語
を
満

足
に
話
せ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
家
族
全
員
が
同
じ
職
場
で
働
く
こ
と
を
希
望
し
た
。
す
る
と
、
そ
の
条
件
で
見
つ
か
っ
た
の
は
、

清せ
い

掃そ
う

の
仕
事
だ
け
だ
っ
た
。

　初
め
、
新に

い

津つ

さ
ん
は
、
清せ

い

掃そ
う

は
言
葉
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
話
せ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
、
我が

慢ま
ん

し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
た
。

　あ
る
日
、
い
つ
も
の
よ
う
に
仕
事
を
始
め
、
教
え
ら
れ
た
と
お
り
に
汚よ

ご

れ
を
落
と
し
て
い
た
と
き
の
こ
と
。
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両
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の
養
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に
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な
ど
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に
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導
入
　5
分

1

　空
港
の
仕
事
に
興
味
を
も
つ
。

発
問
○
社
会
の
中
に
は
ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
だ
ろ

う
。空
港
の
仕
事
に
は
何
が
あ
る
だ
ろ
う
。�

資
料

　
　
　
　
　
　
　 

　「心
が
こ
も
っ
た
仕
事
」
と

は
な
ん
だ
ろ
う
。

○
参
考
ク
イ
ズ
を
使
用
し
て
教
材
に
興
味
を
も
た
せ
、

空
港
の
清
掃
を
す
る
仕
事
が
あ
る
こ
と
に
注
目
さ

せ
る
。
そ
の
後
、
本
時
の
ね
ら
い
を
提
示
す
る
。

 

展
開
　40
分

2

　教
材
「
私
は
清
掃
の
プ
ロ
に
な
る
」
を
読
み
、

考
え
る
。
音
声 
画
像 
資
料

○
教
材
の
範
読
後
、
資
料
で
新
津
さ
ん
の
経
歴
を
お

さ
ら
い
し
て
も
よ
い
。

発
問
①
新
津
さ
ん
は
日
本
へ
来
た
と
き
、
ど
ん
な

気
持
ち
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
全
体

・
言
葉
も
通
じ
な
い
。

・
清
掃
の
仕
事
は
嫌
だ
な
。

・
働
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
な
ん
て
。

・
日
本
語
が
う
ま
く
な
る
ま
で
我
慢
し
よ
う
。

 

自
分
な
ら
、
あ
ま
り
や
り
た
く
な
い
仕
事

に
ど
う
取
り
組
む
？ 

ペ
ア

・
お
金
を
稼
ぐ
た
め
に
我
慢
す
る
。

・
適
当
に
や
る
。

○
清
掃
の
仕
事
に
対
し
て
、
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を

も
っ
て
い
る
新
津
さ
ん
に
共
感
さ
せ
る
。

○
必
要
に
応
じ
て
、
中
国
残
留
日
本
人
孤
児
の
補
足

説
明
を
行
う
。

学
び
の
キ
ー
ワ
ー
ド

準備物

導入▶
参考クイズ「この仕
事はどこで行われて
いる仕事でしょう
か？」 資料

展開▶
朗読音声 音声、新
津さんの写真 画像、
新津春子さんの紹
介 資料

終末▶新津春子さんのインタビュー 外部リンク 発
問
②

指導者用デジタル教科書（教材）

朗読音声♪
T 参考クイズ「この仕事 

はどこで行われてい
る仕事でしょうか？」
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「
わ
あ
、
こ
ん
な
に
き
れ
い
に
な
る
も
の
な
の
ね
。」

と
い
う
言
葉
が
自
然
と
出
て
き
た
。
汚よ

ご

れ
が
落
ち
て
見
る
見
る
き
れ
い

に
な
っ
て
い
く
様
子
に
、新に

い

津つ

さ
ん
は
驚お

ど
ろ

き
と
と
も
に
感
動
す
ら
覚
え
た
。

（
清せ

い

掃そ
う

っ
て
、
実
は
お
も
し
ろ
い
仕
事
な
の
か
な
。
私
に
向
い
て
い
る

の
か
も
。）

　こ
れ
ま
で
、こ
の
仕
事
し
か
な
い
か
ら
と
、た
だ
が
む
し
ゃ
ら
に
や
っ

て
き
た
新に

い

津つ

さ
ん
に
と
っ
て
、
は
じ
め
て
清せ

い

掃そ
う

と
い
う
仕
事
の
魅み

力り
ょ
く

を

発
見
し
た
瞬し

ゅ
ん

間か
ん

だ
っ
た
。

　新に
い

津つ

さ
ん
は
清せ

い

掃そ
う

の
仕
事
を
続
け
な
が
ら
知
り
合
い
に
勉
強
を
教
え

て
も
ら
い
、
都
立
高
校
に
入
学
し
た
。
し
か
し
、
学
費
は
自
分
で
働
い

て
用
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
平
日
は
登
校
前
と
下
校
後
に
働
き
、

週
末
や
夏
休
み
、冬
休
み
は
一
日
中
働
い
た
。
全
て
清せ

い

掃そ
う

の
仕
事
だ
っ
た
。

　高
校
卒
業
後
、
新に

い

津つ

さ
ん
は
音お

ん

響き
ょ
う

機
器
メ
ー
カ
ー
に
正
社
員
と
し
て

採
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
会
社
が
終
わ
っ
た
後
の
時
間
と
休
み
の
日
に

は
清せ

い

掃そ
う

の
仕
事
も
続
け
て
い
た
。

　音お
ん

響き
ょ
う

機
器
メ
ー
カ
ー
で
の
仕
事
は
、
工
場
内
で
一
日
中
、
ほ
と
ん
ど

動
か
ず
に
続
け
る
作
業
だ
っ
た
。
も
と
も
と
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き

な
新に

い

津つ

さ
ん
に
と
っ
て
、
次し

第だ
い

に
つ
ら
い
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　だ
か
ら
こ
そ
、
清せ

い

掃そ
う

の
現
場
に
行
っ
て
体
を
動
か
す
と
、
全
身
が
ほ

ぐ
れ
て
元
気
が
湧わ

い
て
く
る
の
を
感
じ
た
。
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　羽は
ね

田だ

空
港
（
東と

う

京き
ょ
う

国こ
く

際さ
い

空
港
）
の
広
大
な
フ
ロ
ア
を
、
赤
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
で
足あ

し

早ば
や

に
歩
く
小こ

柄が
ら

な
女
性
。
移
動
中
の
限

ら
れ
た
時
間
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
目
線
は
あ
ち
こ
ち
へ
動
き
、
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。
汚よ

ご

れ
た
と
こ
ろ
が
な
い
か
、
何

か
困
っ
て
い
る
お
客
様
は
い
な
い
か
、
常
に
気
を
配
っ
て
い
る
の
だ
。

　彼か
の

女じ
ょ

こ
そ
が
世
界
一
清
潔
な
空
港
と
い
わ
れ
る
羽は

ね

田だ

空
港
の
環か

ん

境き
ょ
う

マ
イ
ス
タ
ー
、
新に

い

津つ

春は
る

子こ

さ
ん
だ
。

　新に
い

津つ

さ
ん
は
、
一
九
七
〇
（
昭し

ょ
う

和わ

四
十
五
）
年
に
中ち

ゅ
う

国ご
く

で
生
ま
れ
、
中ち

ゅ
う

国ご
く

人
と
し
て
暮
ら
し
て
い
た
。
し
か
し
、
八
歳さ

い

の
と

き
に
、
父
親
が
中ち

ゅ
う

国ご
く

残ざ
ん

留り
ゅ
う

日に

本ほ
ん

人じ
ん

孤こ

児じ

で
、
新に

い

津つ

さ
ん
も
日
本
人
の
血
を
引
い
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　一
九
八
七
年
、
一
家
は
日
本
へ
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新に

い

津つ

さ
ん
が
十
七
歳さ

い

の
と
き
だ
っ
た
。
中ち

ゅ
う

国ご
く

に
い
た
頃こ

ろ

は
裕ゆ

う

福ふ
く

な
ほ
う
だ
っ
た
が
、
日
本
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
家
族
全
員
で
働
か
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
だ
、
日
本
語
を
満

足
に
話
せ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
家
族
全
員
が
同
じ
職
場
で
働
く
こ
と
を
希
望
し
た
。
す
る
と
、
そ
の
条
件
で
見
つ
か
っ
た
の
は
、

清せ
い

掃そ
う

の
仕
事
だ
け
だ
っ
た
。

　初
め
、
新に

い

津つ

さ
ん
は
、
清せ

い

掃そ
う

は
言
葉
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
話
せ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
、
我が

慢ま
ん

し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
た
。

　あ
る
日
、
い
つ
も
の
よ
う
に
仕
事
を
始
め
、
教
え
ら
れ
た
と
お
り
に
汚よ

ご

れ
を
落
と
し
て
い
た
と
き
の
こ
と
。
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発
問
①

❖◇�

主 

題 

名
：
心
が
こ
も
っ
た
仕
事

❖◇�

内
容
項
目
：
Ｃ-

（13）
　
勤
労

❖◇�

ね 

ら 

い
：�

技
術
を
磨
く
だ
け
で
な
く
、
他
者
を
思
い
や
り
心
を
込
め
て
働
く
こ
と
が
、
自
分
の
仕

事
の
価
値
向
上
と
充
実
し
た
生
き
方
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
気
づ
く
学
習
を
通
し

て
、
社
会
や
人
々
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
実
践
意
欲
を
育
て
る
。

【
あ
ら
す
じ
】　
慣
れ
な
い
日
本
で
清

掃
の
仕
事
を
始
め
た
新
津
春
子
さ
ん

が
、
仕
事
の
魅
力
を
見
い
だ
し
、
恩
師

に
言
わ
れ
た
「
心
」
に
つ
い
て
考
え
る

姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

33
私
は
清
掃
の
プ
ロ
に
な
る

範
読
時
間 

約
7
分

解
説
編
pp
．104
〜
105

板�

書�

例

　心
が
こ
も
っ
た
仕
事

　私
は
清
掃
の
プ
ロ
に
な
る

○
日
本
へ
来
た
と
き

　・
言
葉
も
通
じ
な
い
。

　・
清
掃
の
仕
事
は
嫌
だ
な
。

　・
日
本
語
が
う
ま
く
な
る
ま
で
我
慢
。

○
清
掃
の
仕
事
を
続
け
た
思
い

　・
お
金
を
稼
ぐ
た
め
。

　・
お
も
し
ろ
い
。�

→�

や
り
が
い

　・
自
分
に
向
い
て
い
る
。

★�

新
津
さ
ん
が
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が

し
た
「
心
」
の
意
味
と
は

　・
き
れ
い
に
す
る
だ
け
で
は
だ
め
。

　・�

赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
が
触
っ
て
も

大
丈
夫
な
く
ら
い
、
き
れ
い
に
。

　・
使
う
人
の
こ
と
を
考
え
て
。

　
　
　
　
　↓

　
　
　
　・�

自
分
も
う
れ
し
い
、
納
得
。

　
　
　
　・�

ど
こ
を
掃
除
す
べ
き
か
新

た
な
発
見
。

　
　
　
　・�

仕
事
へ
の
意
識
の
変
化
。

　
　
　
　・�

お
金
だ
け
で
は
な
い
。

　
　
　
　・�

仕
事
の
技
術
向
上
、
お
給

料
増
。

　
　
　
　・�

さ
ら
に
喜
ば
れ
る
。

○
心
を
込
め
て
仕
事
を
す
る
と
は

　・
誰
か
の
た
め
に
役
に
立
と
う
。

　・
他
者
を
思
い
や
っ
て
仕
事
を
す
る
。

　・
自
分
の
仕
事
に
自
信
。

「心がこもった
仕事」のよさ

終末５分 展開　40分 導入５分
発問①★発問③発問④ 発問②
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指
導
書
セ
ッ
ト
を
購
入
す
る
と
、
道
徳
ノ
ー
ト
の
手

書
き
文
字
を
簡
単
に
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
で
き
る
Ｏ

Ｃ
Ｒ
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

本
書
p.‌
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※
朱
書
編
の
み
購
入
の
場
合
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

デジタル関係はクラウド配信で
もっと便利になりました！
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